
年末の慌ただしい中にも、皆様におかれましてはますますご活躍のことと存じます。2024
年も医学部後援会の活動にご理解とご支援をいただき、誠にありがとうございました。

今年は夏季のオリンピックイヤーにあたり、7～8月は日本選手の活躍を毎日楽しみにして
おりました。なかでも、医学部関係者ではありませんが、順天堂大学スポーツ健康科学部卒
業生6名の大活躍には目を見張るものがありました。陸上競技では、3000ｍ障害の三浦龍司
選手の8位入賞、110ｍハードルの村竹ラシッド選手の5位入賞と泉谷駿介選手の準決勝進出
は、とても晴れがましい気持ちにさせていただきました。

そして何と言っても、体操競技の橋本大輝選手、萱 和磨選手、谷川 航選手の大活躍には
私を含め日本中の国民が、深夜まで中継を視聴し大興奮したことと思います。3選手の偉業と
これまでの鍛錬には心服するばかりです。同時に、6名をはじめとする多数の競技者に対する
順天堂大学の選手強化を目的とした環境整備と競技支援に心から敬服申し上げます。

さて医学部後援会は、1975年3月に順天堂大学医学部卒後の子弟の成長と活躍を願う目
的のもと設立され、既に半世紀にわたり活動をしてまいりました。現在は宮原会長を中心
に、粛々とその業務を継続しております。年末の11/16（土）の三役会では、2024年度の事
業計画進捗の確認と、2025年度の事業計画及び予算案を作成いたしました。

後援会では卒後12年以内の若手医師の優れた研究を応援すべく学術奨励賞の募集を行っ
ております（2025年1月20日（月）締め切り）。詳細は順天堂大学医学部後援会ホームページ
の募集要項をご参照ください。また毎年、順天堂大学が参加している箱根駅伝へ賛助金の
寄付を行っており、2025年1月に開催される第101回大会に対しても継続する方針です。

末筆になりますが、まだ後援会に入会されていない医学部卒業生保護者の皆様方におか
れましては、是非ご入会と積極的な活動へのご参画を検討いただけますよう、どうかよろ
しくお願い申し上げます。

副会長　須田 直人

医学部後援会

後援会活動、入会手続き等の照会は、下記までお願いいたします。
▼医学部後援会事務局
〒113-8421  東京都文京区本郷2-1-1　順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス事務室内
E-mail: med-koenkai@juntendo.ac.jp

順天堂大学医学部後援会ホームページ
http://www.juntendo.ac.jp/kouenkai/

後援会だより
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